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29)当院における腹腔鏡下鼠径部-ルニア手術
経験

畠山 悟 ･田中 修二
村山 莫 ･広田 正樹 ･IT･了 :.I.

当院では平成4年12月より平成8年10月23日までをこ鼠

荏-′しこ丁に対し腹腔鏡下-JL:jr手術を87例施行した.

年齢は15歳から81歳で,男性66例,身性21例であった.

最初は経腹的腹睦前修復法 (以後 TAPPlを施行 して

いたが,術後,癒着惟腸閉塞を1例,内-′tニ1'をl例

経験 してからは腹膜外修復法 (以後 EPP)を主に施行

した.TAPl)は60例,Ⅰ二lつPは27例であ･'l.ともに再発

例は経験 していない.

腹腔鏡下手術が鼠径-′しこ1'i二村する手術の基本術式

になりうるかは今後の問題と思hhるが.われわれが経

験 した腹腔鏡下へ′しこ丁手術について.また TAPP と

EPPの相連をこついて若干の文献的考察を加えて報告す

る.

3(吊胸腔鍾下外科手術375例の経験
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E]本歯科大学新潟歯学部外科では 1991年l(用 1Elユ

り腹腔鏡下外科手術を開始 し,1996年9月30仁1までLT_)

5年間で375例に施行したのでその成績を報告する.

内訳は胆嚢摘出術 LLC1279例.LC+総胆管切石術16
例,鼠径へ′Lニー,'修復術49作り(1例 LC肝施),虫垂切
除術11例,副腎腫項摘出術2例.大腸部分切除術3例,

癒着剥離術5例,LC+肝兼職開窓術3例,肺臓摘出術

1(札 その他6例であった.年別に全身麻酔下手術中に

占める腹陸鏡下手術C')割合をふると,1鮒1年9.80･b.1992

年5Llj.40｡∴199ニi年輔.70･｡.1割 年56.00p｡,1995年53.9

,%.1996年 (9月まで156.LIO｡てあった.総胆管切石

術を含めた LCでの開腹移行症例は24例 (8%)であっ

た.その他,術後経過,合併症の頻度など検討 し報告 し

たい.

31)後腹膜渠液性嚢胞の 1手術例

金子 耕司 ･角田 和彦

警定 義 ●翻 勉 頂 若槻 合繊 )

非常に稀とされている後腹膜購液性轟胞の1例を経験

したので報告する.

症例は70歳,女性.昭和61年3月25日左季肋部痛を主

訴に来院,腹部超音波検査にて左側から背部に藤娘状病

変を指摘され左卵巣嚢腫を疑われた.外来通院で経過観

察していたが平成6年6月3日増大傾向認められたため

椅慶のため入院 後腹膜費液性嚢腫疑われ 手術をすす

めるも本人希望されず,8月2日超音波誘導下轟腰穿刺

吸引.平成7年6日26日.2回目の穿刺吸引を施行 無

色透明な寮液性薮溶液を吸引,細胞診の結果は class王

であった.その後も痛みは持続 L藤膿 も縮少認められな

いため手術を希望され 平成8年3月25日嚢腫摘出術施

行.表面は平滑で被膜は薄く.内容は 1OOml無色紫液

性で,割面は単脆性蕪胞であった.術後7カ月現在再発

の徴候はない.

32)ヘパ リン不要の皮下埋め込み塑中心静脈リ
ザ一一一バの使用経験

中村 茂樹 ･藤巻 宏夫
島田 寛治 (県立加茂病院外科)

【対象と方法】おもに末期癌患者に対 して.皮下埋め

込み塾中心静脈 リザーバ (以下, リザ-バ)を射例に設

置 した.用いたりザーバは初期の20例は SM.lP(住友
ベ-タライ ト)管,輸液終了後は-パリソロックの必要

があった.その後の21例かこは,Groshongカテーテル

キットを周いた.このカテ-テルの特徴は,輸液車は先

端側面のスリットから輸液が血管内をこ入り,輸液終了後

はこのスリットが自然閉鱒するため,生食水を満たして

おくだけでよい.強い除圧で引 くとILり･ソトが内翻 し,

採血路として用いることもできる.

【結果と考案】全41例中,合併症は5例12.5%(則血
腫2例,膿揚1例.低栄糞iこよる皮膚壊死 1例､カ千一一
テル熱1例)だったが,多くは初期の S知抜P例である.

Groshongカテ-テルをこ特有と思われる トラブルや合

併症はなかった.Groshomgカテーテルからと末梢静

脈からとの検血デ-タに有意差はなく,採血と輸液が1

回の穿刺で可能だった.

【まとめ】Gr･oshongカテーテ/Lは りザーバの管理を

容易にする.


